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[

中
扉] 

 
 

D
an

te h
as b

een
 h

ere ; as n
eith

er I n
o

r an
y o

f th
e B

ro
th

ers reco
g
n

ized
 h

im
. 

I ask
ed

 h
im

 w
h

at h
e w

ish
ed

. H
e m

ad
e n

o
 an

sw
er, b

u
t g

azed
 silen

tly u
p

o
n

 
 

th
e co

lu
m

n
s an

d
 g

alleries o
f th

e clo
ister. A

g
ain

 I ask
ed

 h
im

 w
h

at h
e
 w

ish
ed

 
 

an
d

 w
h

o
m

 h
e so

u
g

h
t ; an

d
 slo

w
ly tu

rn
in

g
 h

is h
ead

, an
d

 lo
o

k
in

g
 aro

u
n

d
 u

p
o

n
 

th
e B

ro
th

ers an
d

 m
e, h

e an
sw

ered
, 

“P
eace!

”―
 

H
ilary. 

 

自
序
に
代
ふ 

 口
あ
ひ
て
腸
み
せ
る
柘
榴
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芭
蕉
翁 

爾(

正
に)

歸
ん
時
其
兄
弟
を
堅
く
せ
よ
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

基
督(

路

[

ル

可カ]

二
十
二
章
三
十
二
節) 

我
こ
れ
ら
の
望
み
既
に
得
た
り
と
言い

ふ

に
非
ず
、
亦
す
で
に
全
せ
ら
れ
た
り
と
言
に
非
ず
、
或
は
取
こ
と
あ
ら
ん
と
て
我
た
ゞ
之
を
追

求
む
、
キ
リ
ス
ト
之
を
得
さ
せ
ん
と
我
を
執
へ
給
へ
る
也
。
兄
弟
よ
我
み
づ
か
ら
之
を
取
り
と
意お

も

は
ず
、
惟
こ
の
一
事
を
務
む
、
卽

ち
後
に
在
も
の
を
忘
れ
前
に
在
る
も
の
を
望
み
、
神
キ
リ
ス
ト
イ
エ
ス
に
由
て
上
へ
召
て
賜
ふ
所
の
襃
美
を
得
ん
と
標
準
に
向
ひ
て
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進
な
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

保
羅(

腓

[

ピ

立リ

比ピ]

書
三
章
十
二
、
十
三
、
十
四
節) 

明
治
二
十
六
年
六
月
七
日 

東
肥
託
摩
ケ
原
流
寓
に
於
て 

内 

村 

鑑 

三             
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中
扉 

和
訳 

 
ダ
ン
テ
は
こ
こ
に
来
て
い
た
よ
う
だ
。
私
も
兄
弟
た
ち
も
誰
も
彼
を
認
識
で
き
な
か
っ
た
。
私
は
彼
に
何
の
望
み
が
あ
る
か
尋
ね

た
。
彼
は
何
も
答
え
ず
、
黙
っ
て
回
廊
の
柱
と
回
廊
を
見
つ
め
て
い
た
。
も
う
一
度
私
は
彼
に
何
の
望
み
が
あ
り
、
誰
を
探
し
て
い

る
の
か
尋
ね
た
。
す
る
と
彼
は
ゆ
っ
く
り
と
頭
を
回
し
、
兄
弟
た
ち
と
私
を
見
回
し
、「
平
和
！
」
と
答
え
た
。―

ヒ
ラ
リ
ー 

 

自
序
に
代
ふ 
現
代
語
訳 

 
 あ

な
た
は
立
ち
直
っ
た
ら
、
兄
弟
た
ち
を
力
づ
け
て
や
り
な
さ
い
。 

(

ル
カ
の
福
音
書
二
十
二
章
三
十
二
節) 

私
は
、
す
で
に
得
た
の
で
も
な
く
、
す
で
に
完
全
に
さ
れ
て
い
る
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
捕
ら
え
よ
う
と
し
て
追
求
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
得
る
よ
う
に
と
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
が
私
を
捕
ら
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
兄
弟
た
ち
。
私
は
、

自
分
が
す
で
に
捕
ら
え
た
な
ど
と
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
。
た
だ
一
つ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
う
し
ろ
の
も
の
を
忘
れ
、
前
の
も
の
に

向
か
っ
て
身
を
伸
ば
し
、
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
っ
て
神
が
上
に
召
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
、
そ
の
賞
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
目

標
を
目
指
し
て
走
っ
て
い
る
の
で
す
。 

(

ピ
リ
ピ
人
へ
の
手
紙
三
章
十
二
～
十
四
節) 
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求
安
錄
目
次 

 
 

 
 

 
 

 

上
の
部 

悲 
嘆 

內
心
の
分
離 

 
In

tern
al S

ch
ism

 

脫
罪
術 

其
一 
リ
バ
イ
バ
ル 

 

脫
罪
術 

其
二 

學 
問 

脫
罪
術 

其
三 

自
然
の
硏
究 

 

脫
罪
術 

其
四 

慈
善
事
業 

脫
罪
術 

其
五 

神
學
硏
究
幷
に
傳
道 

忘
罪
術 

其
一 

「
ホ
ー
ム
」 

忘
罪
術 

其
二 

主
樂
說 

忘
罪
術 

其
三 

樂
天
主
義 

  
 

 
 

 
 

 

下
の
部 

罪
の
原
理 

喜
の
音 
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信
仰
の
解 

樂
園
の
回
復 

贖
罪
の
哲
理 

最
終
問
題 

 

   

 


